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教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵

　　　
今
、
学
校
で
は
た
く
さ
ん
の
人
々
の
支
援
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
解
決
し
、
教
育
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
学
校
に
行
き
た
く
と
も
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち

を
支
援
す
る
中
間
教
室
の
目
的
や
日
課
、
学
習
内
容
や
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〜
中
間
教
室
で
意
欲
的
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
〜
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○
中
間
教
室
と
は

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
学
校
へ
行

け
な
い
小
・
中
学
生
が
通
学
で
き

る
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
教
室
で

す
。

　

市
内
に
は
、
一
つ
の
中
間
教
室

が
あ
り
、
平
成
22
年
度
は
８
人
の

中
学
生
が
通
い
、
こ
の
う
ち
女
子

３
人
は
高
校
へ
進
学
し
、
男
子
２

人
と
女
子
１
人
は
学
校
へ
復
帰
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
２
人
の
生
徒

が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
中
間
教
室
の
願
い

　
中
間
教
室
の
一
日
の
生
活
を
通

し
て
、
「
今
日
は
こ
ん
な
事
が
楽

し
か
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
な
心

の
充
実
感
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
一
日
の
終
わ
り
に
、

「
こ
ん
な
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
な
学
習

の
達
成
感
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
中
間
教
室
の
生
活

と
学
習
に
よ
っ
て
、
「
明
日
も
、

必
ず
出
席
し
た
い
」
「
友
達
と
一

緒
に
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
が
持
続
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
中
間
教
室
に
通
う
中
学
生
は
、

全
員
が
高
校
進
学
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
楽
し
い
生
活
だ

け
で
な
く
、
自
分
の
進
路
が
実
現

で
き
る
た
め
の
確
か
な
学
力
が
身

に
付
く
よ
う
な
学
習
を
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
こ
れ
を
し
な
さ
い
。」

と
い
う
よ
う
な
指
示
的
な
言
葉
が

け
で
は
な
く
、
本
人
の
や
る
気
を

大
切
に
し
た
活
動
を
計
画
的
に
仕

組
ん
で
い
ま
す
。

心
を
開
く
子
ど
も
た
ち

　
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
月
に
一
度

か
全
然
休
ま
な
い
で
通
学
し
て
い

ま
す
。
生
徒
は
「
中
間
教
室
は
楽

し
い
。
」
と
言
い
ま
す
が
、
教
室

に
入
る
ま
で
は
勇
気
と
強
い
決
意

が
必
要
で
す
。
入
っ
て
し
ま
え

ば
、
誰
も
が
変
わ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
Ｎ
君
は
長
い
間
、
自

分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
家
族

と
も
口
を
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
間
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
兄
弟
と
も
遊
ぶ
よ
う

に
な
り
、
食
欲
も
回
復
し
ま
し

た
。

　
中
間
教
室
は
、
Ｎ
君
に
と
っ
て

ほ
っ
と
で
き
る
居
場
所
と
な
り
、

そ
こ
で
の
生
活
と
学
習
に
よ
り
少

し
ず
つ
心
が
開
放
さ
れ
、
家
庭
生

活
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
中
間
教
室

に
通
う
児
童
・
生
徒
の
共
通
点
の

一
つ
で
す
。

　
中
間
教
室
は
、
い
つ
で
も
参
観

で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
中
間
教
室　
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憲け

ん
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　保健室にはさまざまな子どもたちが来ます。け
がをしたり、具合の悪い子はもちろんのこと、た
だ話をしに来たり、何となく来たりします。以前
中学校に勤務したころ、生徒がよく「保健室に来
るとほっとする。」と言っていました。今は小学
生でも、「ここに来るとほっとする。」という声
を耳にします。
　子どもたちは、ほっとできる居場所を求めてい
るのだと感じます。ほっとできる安心感、自分が
生き生きと活動できる場、心を通わす友達が存在
するとき、子どもたちは安定し、元気に学校生活
を送ることができるのではないかと思います。
　子どもは、自分の思いをすぐに言葉に出して話
すことは難しいこともあります。子どもたちの心
が安心、安定して過ごせるように、忙しく流れて
いく時間の中で、時には家族でゆっくりと話して
みると、新しい発見があるのではないでしょう
か。　　　　　　　　　　　Ａ小学校　養護教諭

保健室から見た子どもたち 保健室から①

～みんなで楽しみながら健康な体をつくりましょう～

介護予防講座（さんさん講座）
 平成２３年度

問い合わせ・申し込み先　市役所高齢者支援課長寿福祉係　☎（２２）２１１１（内線２４３）

❶お菓子作り教室（全３回）
　お菓子作りに興味のある方や、簡単でおい
しいお菓子を作ってみたいという方、楽しく
おいしいお菓子を作ってみませんか？
　男女問わず歓迎です。

期　日　　６月21日、７月５日、７月19日
　　　　　（いずれも火曜日）
時　間　　午後１時30分～４時
会　場　　中野保健センター
講　師　　高齢者支援課管理栄養士
対象者　　65歳以上の方
定　員　　15人
その他　　１回につきおおむね500円の実費が
　　　　　必要です

❸（正しい）歩き方教室（全３回）

　歩くことは日常的に良いのですが、悪い姿
勢で毎日歩き続けると膝

ひ ざ

関節痛や、腰痛にな
る人が多くいます。
　正しく歩いて、健康で若々しくなりましょ
う！

期　日　　７月７日、７月14日、７月21日　
　　　　　（いずれも木曜日）
時　間　　午前10時～11時30分
会　場　　中野保健センター
講　師　　ウォーキングアドバイザー
　　　　　斎

さ い と う

藤義
よ し と

人さん
対象者　　65歳以上の方
定　員　　15人
その他　　タオル、水筒やペットボトル（水
　　　　　分補給用の飲み物）、運動靴、運
　　　　　動のできる服装でお越しください
　　　　　

❷絵手紙を作ろう！（全４回）
　絵手紙を描きませんか？
　楽しく絵手紙を習います。誰でも簡単に取
り組めます。お友達やご家族に絵手紙を出し
ませんか。すてきに楽しく絵手紙を描きま
しょう！

期　日     ６月８日、６月15日、６月22日、
          ６月29日（いずれも水曜日）
時　間　　午前10時～正午
会　場　　さんさん館
講　師　　市

い ち か わ

川典
の り こ

子さん
対象者　　65歳以上の方
定　員　　15人
持ち物　　初めての方は、初回は道具を一式　
　　　　　お貸しします。経験者は自分の道　
　　　　 具を一式お持ちください
その他     はがき代として100円の実費が必要    
　　　　　です

９：00～12：00　午前の部
12：00～12：50　昼食
12：50～15：00　午後の部
15：10　　　　　下校
小学生：国語・算数・理科
中学生：国語・数学・社会
　　　　理科・英語

日課と学習内容

▲県主催の特別講座に参加

中野市役所

中野立志館高校

中央公民館

中間教室


